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⼾畑枝光線擁壁変位に関する
検討会議（第２回）

令和5年12月4日(月)
※イメージパース



次 第

◆１４：００開始〜１５：３０終了

14:00〜14:05（５分） 進行説明（事務局）
14:05〜14:35（３０分）概要説明（事務局）
14:35〜15:30（５５分）議論
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１ 目的 ⼾畑枝光線の道路擁壁において確認された変位について、原因の検証及び復旧計画等
を検討するもの

２ 検討事項 （１）変位の発生原因に係る事項 （２）変位の復旧計画に係る事項
（３）その他技術的・専門的検討に係る事項

３ 構成員 九州工業大学大学院工学研究院 教授 廣岡 明彦（地盤工学）【座⻑】
（※敬称略） 九州大学大学院工学研究院 教授 山城 賢（海岸工学）

福岡北九州高速道路公社企画部 計画課⻑ 赤瀬 貴志
福岡北九州高速道路公社北九州事務所 保全改築課⻑ 山添 和己
北九州市建設局道路部 道路計画課⻑ 竹島 久美
北九州市建設局道路部 街路課⻑ ⻄村 猛

４ 進め方 第１回 想定される原因、復旧計画立案に必要な調査（R5.10.12）
第２回 復旧工法（断面）の提案（本日）
第３回 復旧範囲・復旧工法の確定
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検討会議の概要



１．第1回検討会議で確認された原因
２．第1回検討会議後に実施した調査
３．現地調査結果
４．原因の特定
５．本日の議論事項

・復旧工法案
６．今後のスケジュール
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本日の説明・議論事項
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■原因のおさらい
➊パイピングによる鋼矢板背面土砂の流出
・追加調査により本地区の水位及び地質条件ではパイピングが発生することが判明した。
➋埋土層厚の相違に伴う地盤の支持力不足による鋼矢板の変位
・当初設計とは異なり埋土層厚が厚く堆積することが確認され矢板の安定性に影響を与えた。

１．第1回検討会議で確認された原因

➊パイピングによる鋼矢板背面土砂の流出 ➋埋土層厚の相違に伴う地盤の支持力不足による鋼矢板の変位
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２．第1回検討会議後に実施した調査

深浅測量範囲

130m

No.164 No.166

30m

No.162
No.169

擁壁沈下箇所
L=120m

ボーリング調査

深浅測量

5m

平面図 断面図

単管足場

➊深浅測量（A＝3,900m2）
・令和5年10月30日にマルチビーム音響測深にて観測を実施した。
➋海上ボーリング（N＝3箇所）
・No１は実施済みで復旧工法の検討に使用。
・No2、No3は現在調査中であり、今後復旧工法決定時に使用予定。

No.165

5m
No.1

(実施済)

海上ボーリング箇所(護岸法線から5mの位置)

No.168

深浅測量範囲

既往陸上ボーリング箇所

No.2
(今後実施)

No.3
(今後実施)

No.167No.163
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・深浅測量の結果、当初設計の海底地盤と概ね同じとなった。

３．現地調査結果（深浅測量）

赤線：調査結果
⿊線：当初設計地盤高

深浅図

断面図



・当初は、陸側ボーリングデータを用い、海側も陸側と同じ地層構成であると想定していた。
・海上ボーリングの結果、矢板の支持力に対して不利となる沖積粘性土層が矢板下部付近に
堆積していることが判明した。

３．現地調査結果（海上ボーリング調査）

8

内部 粘着力 地盤反力係数 細粒分

摩擦角 C 含有率

φ(°) (kN/m2) Fc（％）

0.50 20.0 18.0 10.0 40 - - - -

0.50 20.0 18.0 10.0 30 4.3 - 6,450 -

3.00 17.6 17.5 7.5 - 1.5 24.2 923 72.2

4.00 20.0 18.0 10.0 34 14.7 - 22,094 -

- 20.0 18.0 10.0 39 49.3 - 73,982 -

捨石
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層厚
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土層
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3
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モデル地盤（No.165）

当初は、陸側と同様に沖積砂質土層を想定

地層断面図（No.165）
パイピング経路
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・調査結果からパイピング及び地盤支持力不足による矢板の変位が原因であることが確認された。

（一般的な対策の考え方）
パイピング対策 ： 道路側から海側へ流れる地下水を、矢板や不透水層等により遮断し浸透路長を長くする。
支持力不足対策 ： 鋼矢板、地盤改良、擁壁のいずれかに置き換え、道路側の路体を押さえる。

４．原因の特定

※施工は路床まで

【原因①】パイピングによる
鋼矢板背面土砂の流出

空隙の発生

擁壁の沈下 【原因②】地盤の支持力不足による
鋼矢板の変位

（No.165付近）
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・パイピングや支持力不足対策として対応可能な一般的工法を以下の通り９案選定
・１案は地盤支持力が弱く、矢板が自立しないため排除
・経済性により、５〜９案は排除

（一般的に、大水深度で適用される形式であり、今回のような（水深が浅い）施設では、経済的に割高）
⇒１次選定の結果として、２〜４案の３工法を選定。

５．本日の議論事項【復旧工法案（工法比較：1次選定）】
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・復旧工法は、現在実施中の２カ所の海上ボーリング結果を踏まえ決定する。

５．本日の議論事項【復旧工法案（工法比較：2次選定）】
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６．今後のスケジュール

＜今後の検討方針＞
・現在実施中の海上ボーリング（２箇所）の結果を踏まえ、対策範囲を決定し、
復旧工法を確定する。

・現地調査結果
・原因の特定
・復旧工法案
（方式抽出、
工法比較）

第２回 検討会議（R5.12.4）
（復旧工法（断面）の提案）

第１回 検討会議（R5.10.12）
(想定される原因、復旧計画立案に必要な調査)

第３回 検討会議
（復旧範囲・復旧工法の確定）

・現地調査結果
・復旧範囲
・復旧工法
・事業費

海上ボーリング
（１本）

深浅測量

復旧工法比較

復旧計画策定 海上ボーリング
（２本）

追加調査設計検討項目

詳細設計

【今回】

【次回】


